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毛
呂
山
町
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
と
先
人
の
築
い
た
歴
史
と
文

化
を
持
つ
町
で
す
。

　
里
山
、
清
流
、
そ
し
て
田
畑

の
美
し
い
町
。
ふ
る
さ
と
も
ろ

や
ま
に
住
む
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
希
望
を
胸
に
日
々
の
生

活
を
営
む
町
民
の
息
吹
を
こ
の
町
勢
要
覧
で
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
都
心
か
ら
50
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
毛
呂
山
町
は
、
昭
和
40

年
代
前
半
か
ら
急
激
な
人
口
増
加
に
よ
り
都
市
化
が
進
み
発

展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
毛
呂
の
地
名
が
生
ま
れ
た
の
は
、
奈
良
期
中
期（
７
１
０

年
～
７
９
４
年
）頃
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
毛
呂
氏
が
住

み
、
毛
呂
郷
は
毛
呂
村
へ
と
変
わ
り
、
山
根
村
と
合
併
し
毛

呂
山
町
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
30
年
、
川

角
村
と
合
併
し
現
在
に
至
り
、
本
年
60
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
60
年
の
歩
み
の
中
、
町
政
運
営
に
対
す

る
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
り
、
そ
れ
ら
力
の

結
集
に
よ
っ
て
町
は
輝
か
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
第
四
次
総
合
振
興
計
画
」後

期
基
本
計
画
も
平
成
27
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
、
今
後
、

「
第
五
次
総
合
振
興
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り
、
向
こ
う
10
年

を
見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
町
政
運
営
に
は
、
町
民
皆
さ
ま
と
の「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、「
自
助
・
共
助
・
公

助
」と
い
う
考
え
方
が
、更
に
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
毛
呂
山
町
に
発
展
す
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
毛
呂
山
町
は
、
９
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る「
流
鏑
馬
」

の
町
、
全
国
で
は
じ
め
て
産
地
化
し
た
元
祖「
ゆ
ず
」の
町
、

武
者
小
路
実
篤
の
理
想
郷「
新
し
き
村
」が
あ
る
町
、
そ
し
て

埼
玉
医
科
大
学
病
院
に
よ
る「
医
療
と
福
祉
」の
町
。
毛
呂
山

町
の
す
べ
て
を
後
世
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
こ
の
町
勢
要
覧
を

ご
覧
に
な
っ
て
、
町
に
対
し
て
の
更
な
る
理
解
を
深
め
、
今

後
も
町
政
に
対
し
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
平
成
27
年
２
月

井
上
健
次

毛
呂
山
町
長

 

町
長  

あ
い
さ
つ

議
会
・
行
政

Message from the Mayor
Moroyama is a town rich in nature and steeped in the history and culture of our forebears, with beautiful countrysides, clear streams and historical 
neighborhoods. Living in the traditional Japanese village which is Moroyama fills me with pride, and more than anything I hope that this guidebook will 
impart the spirit of the local townspeople as they go about their daily lives, hope ever in their breasts.
Located within the 50km metropolis sphere of Tokyo, Moroyama experienced a sudden population growth since the first half of the 1960s which has led to 
continued positive urbanization and development ever since.
The name Moroyama is believed to have been established around the mid-Nara period (710-794). Moro Hamlet, seat of the Moro Clan, became Moro 
Village, later merging with Yamane Village to become Moroyamamachi. In 1955, 60 years ago this year, Moroyamamachi merged with Kawakado Village 
to reach its present-day size. Over these 60 years, Moroyamamachi has relied on the support and understanding of many to transform it into the vibrant 
town it is today.
The 4th Comprehensive Promotion Plan, which is a guideline for development of the town, will also reach the final year of its last stage in 2015. As a 
result, a 5th Comprehensive Promotion Plan will be established, with guidelines for town planning for the next 10 years. Cooperative town planning, with 
participation from all citizens, will be indispensable for our future, making concepts of self-help, cooperation and public assistance more important than 
ever. We will continue to focus on combining the strengths of our citizens to create a Moroyamamachi that is rich in hopes and dreams.
Moroyamamachi is a town with Yabusame (a tradition of horseback archery with over 950 years of history), the first town in Japan to specialize in 
producing Yuzu (Japanese citrons), the town where Saneatsu Mushanokoji’s utopian Atarashiki-mura (“New Village) can be found, and a town with 
leading medical care and welfare thanks to Saitama Medical University Hospital. I hope that reading this guidebook will deepen your understanding of 
Moroyamamachi, and that your continued cooperation will help us to carry on into the future all that the town has to offer.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　February, 2015

Kenji Inoue, Mayor of Moroyama

Assembly/Administration
The Moroyama assembly comprises 14 members, who are voted into office to represent 
the citizens every four years. Regular and extraordinary sessions are held to deliberate 
on local regulationns and budgets.
The town aims to create a safe and comfortable place to live while also preserving the 
natural environment. Town planning is carried out through cooperation between the 
citizens and administration.

　

毛
呂
山
町
議
会
は
４
年
に
一
度
の
選
挙
で

選
出
さ
れ
た
町
民
の
代
表
で
あ
る
14
人
の
議

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
４
回
開
か
れ
る

定
例
議
会
と
必
要
に
応
じ
て
招
集
さ
れ
る
臨

時
議
会
に
よ
っ
て
条
例
の
制
定
や
予
算
な
ど

を
審
議
し
ま
す
。常
に
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

民
意
を
反
映
さ
せ
た
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
第
４
次
毛
呂
山
町
総
合
振
興
計

画（
後
期
基
本
計
画
）に
基
づ
き
、
自
然
環
境

を
守
り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す

い
町
を
め
ざ
し
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
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緑とふれあいの文化都市
総合振興計画

2. Town planning for healthier and happier lives
■Community welfare   ■Senior and disabled citizen’s welfare   ■Child-rearing support
■Ample insurance and medical care   ■Health promotion

2 健康で安心して暮らせるまちづくり
■地域福祉の推進　■高齢者・障がい者福祉の推進　
■子育て支援の充実　■保険・医療の充実　■健康づくりの推進

1歳6か月児健診（保健センター）

1

1. Town planning through cooperation between citizens and administration
■Citizen participation in town planning   ■Community activities
■Respect for human rights   ■Construction of a gender-equal society
■Interregional exchange and friendship   ■Fiscal and administrative consolidation

■住民参画のまちづくり　■コミュニティ活動の促進　
■人権の尊重　■男女共同参画社会の構築　
■地域間交流・交際交流の推進　■行財政運営の健全化

住民と行政の協働によるまちづくり

タウンミーティング（写真は第三団地）

3. Town planning for safe, pleasant neighborhoods, in harmony with nature
■Road and waterway maintenance   ■Parks and greenery conservation   ■Environmental conservation
■Disaster prevention awareness   ■Fire-fighting and first-aid response   ■Traffic safety facilities

3 自然と共生した安全で快適なまちづくり
■道路・河川水路の整備促進　■公園・緑地の保全　■環境保全の推進
■防災意識の高揚　■消防・救急体制の強化　■交通安全施設の整備

武州長瀬駅北口周辺地区整備事業

4. Town planning for lively working environments
■Agricultural promotion   ■Commercial and industrial promotion   ■Attracting businesses
■Sightseeing facilities   ■Consumer protections

4 元気に仕事ができるまちづくり
■農林業の振興　■商工業の振興　■企業の誘致
■観光施策の推進　■消費者保護

そばまつり（写真は大類2・8そばの会）

5. Town planning that creates futures through learning
■Childhood/lifelong learning   ■Ample preschool and K-12 education   ■Sports and recreation
■Cultural asset preservation and application

5 学びを未来に活かすまちづくり
■�生涯学習・青少年の育成　■幼児教育・義務教育の充実
■スポーツ・レクリエーションの普及　■文化財の保存と活用

中学生社会体験チャレンジ事業

A Green and Touch City of Culture


